
簡易KYT 指差し唱和 危険の共有 習慣化

簡易KYTで労災ゼロ 毎日実施で習慣化
品質や作業効率が求められる中、安全への意識が十分に浸透していないと感じる場面がありました。
そこで、KYT（危険予知訓練）を導入し、危険への気づきと対応力の向上に取り組んでいます。

週初めに行った簡易KYTの内容確認と指差し唱和を1週間毎日行う。危険箇所を見える化し、繰り返し意識する
ことで、安全行動が自然と習慣になります。メンバー同士の会話も増えてチームの結束力が高まり、安全意識の
向上に繋がっています。

安全意識
の定着

◼ 週初めに4R法を用い

てKYTシートに記入

◼ 実際の作業写真や

イラストを使用！

◼ 所要時間は約10分

◼ 危険ポイント、チーム

行動目標、重点実施

項目を確認し指差し

唱和する

◼ チームごとにKYTシート

を掲示して危険を共有

する

◼ 繰り返し意識すること

で安全行動が自然と

習慣になる

◼ 安全が最優先される

職場環境を目指す！

１週間のサイクルで
この手順を繰り返し行う！

みんなで守るという
気持ちを根付かせる！

背景

内容

活動の
ポイント
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